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妻も仕事を持っていて多忙中！
　近年、共働きの家庭が増えてきています。女性も男性と同じように仕事を任され

ることがあります。  

　妻の帰宅が遅くなった時、夫や子どもたちが食事の準備を手伝ってくれたらどん

なに助かることでしょうか。  

　食事のことばかりではなく、家庭の中の用事は妻だけがするのではなく、家族み

んなで助け合っていけたらいいと思います。  

　ある時、外国の男性と話をする機会がありま  

した。家庭での役割について聞いてみると「自

分の国では、家庭内の協力は自然体で皆やって

いるよ」と話されました。　　　　　　　　　

　関市の男女共同参画においても、近ごろは男

性が協力している姿が多く見られます。お互

い自分のできるところで協力し合い、自分らし

さを出しながら過ごせるとよいですね。　　　

さんかくサポーター＜Ｆ＞

　　　　　　　　　　　 居照会先巨さんかくサポーター事務局（まちづくり推進課内）緯23―6831
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紋紗帯地「秋粧」2011年

紋紗着物「妙音」2010年


